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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
表
彰
式
は
7
月
10
日
に
飯

山
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
飯
山
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
保
坂
正
雄
さ

ん
、
飯
山
少
年
警
察
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
の
萩
原
敏
明
さ
ん

（
集
合
写
真
は
代
理
の
飯
山
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会

長
山
﨑
仁
さ
ん
）
の
２
名
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
坂
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
飯

山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
の
輪

を
近
隣
市
村
へ
拡
大
し
、
子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
―
ツ
を
す
る
環

境
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
飯
山
少
年
警

察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
員
と

し
て
、
青
少
年
非
行
の
早
期
発

見
や
有
害
環
境
の
浄
化
活
動
を

通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
保
坂
さ
ん
、
萩
原
さ
ん
の
今

後
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
貢
献

表彰状を受け取る保坂さん

会
長
表
彰

申込先　いいやま女性センター未来　℡ 0269-62-0543問

◆講習期間　10月 10日（木）～ 11月 7日（木）
　　　　　　のうち計６日間（全 24時間）
◆場　　所　いいやま女性センター未来
　　　　　　飯山市しろやま保育園（実習）
◆対　　象　飯山市在住または飯山市在勤の方
◆定　　員　12名（定員になり次第締切）
◆実 習  費　3,800 円（教材費・調理実習費含む）
◆申込期間　8 月 20 日（火）～ 9月 10日（火）
◆託　　児　託児を希望の場合は、ご相談ください。

　上杉謙信によって整備され、歴代城主によって政治・
経済の拠点として発展した飯山城と城下町。築城 460
年の節目を迎えるにあたり、飯山城と城下町の歴史を
振り返ります。

【日程表】
10/10（木）　　9:45 ～ 15:00　開講式 /小児看護の
　　　　　　　　　　　　　　　基礎知識
10/17（木）　 10:00 ～ 15:00　心の発達とその問題
10/24（木）　   9:00 ～ 15:00　子どもの栄養と食生
　　　　　　　　　　　　　　　  活（実習含）/保育
　　　　　　　　　　　　　　　 の心
10/29（火）　 10:00 ～ 15:00　身体の発達と病気 /
　　　　　　　　　　　　　　　 子どもの世話
10/31（木）　　9:30 ～ 15:00　子どもの遊び /安全・                        
　　　　　　　　　　　　　　　 事故
11/7（木）　　 9:00 ～ 12:15　 児童虐待と社会的養
  　　　　　　　　　　　　　　  護 / 保育サービスの   
　　　　　　　　　　　　　　　 提供 /閉講式

いいやま女性センター未来受講生
募集 保育サービス講習会受講生募集

絵
図
か
ら
み
た
飯
山
城

絵
図
か
ら
み
た
飯
山
城

シリーズ

　
『
正
保
絵
図
飯
山
城
』
は

正
保
年
間
（
1
6
4
4
〜

1
6
4
7
）
に
幕
府
の
命
に
よ

り
諸
藩
が
作
成
し
た
絵
図
で

す
。
こ
の
絵
図
に
は
城
内
の
建

造
物
や
石
垣
の
高
さ
、
堀
の
幅

や
深
さ
な
ど
の
軍
事
情
報
の
ほ

か
、
城
下
の
町
割
り
、
山
川
の

位
置
や
形
が
詳
細
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
絵
図
中
に
記
さ
れ

た
松
平
万
助
（
忠
俱
：
た
だ

と
も
）
の
名
か
ら
、
正
保
２
年

（
1
6
4
5
）
頃
の
飯
山
城
を

描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ

の
頃
の
飯
山
城
と
城
下
町
の
姿

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

史
料
で
す
。

　
城
内
で
は
郭
（
く
る
わ
）
の

周
囲
に
は
柵
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、

本
丸
周
囲
に
は
石
垣
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
本
丸
に
二
棟
、
三

の
丸
に
一
棟
の
二
重
櫓
（
や
ぐ

ら
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
城

下
町
は
町
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
上
町
が
南
限
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
、
東
西
に
高
さ

2.
3
㍍
の
土
塁
（
ど
る
い
）、

そ
の
上
に
柵
列
が
築
か
れ
て
い

ま
す
。
城
の
西
側
は
現
在
の
愛

宕
町
、
神
明
町
付
近
ま
で
町

屋
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
初
の
３
町
か
ら
５
町
へ
と
発

展
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
城
を
囲
む
よ
う
に

武
家
屋
敷
が
配
置
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
頃
は
東
側
の
一
部
が

深
田
と
な
っ
て
お
り
ま
だ
屋
敷

が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

『正保絵図飯山城』

お知
らせ

お知
らせ

ふるさと館たいけん工房⑤参加者
募集

◆日　時　9月 14日（土）10:00 ～ 11:30
◆場　所　飯山市ふるさと館
◆講　師　ふるさと館学芸員
◆対   象　市内小学生以上（大人・親子も参加できます）

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問

◆定　  員　２０名
◆材 料 費 　500円
◆申込締切　9月 8日（日）

石包丁を作ろう！
弥生時代の稲刈りなどに使われていた「石包丁（い
しぼうちょう）」を手作りしてみませんか。

千曲川にすむ魚類の生態
飯山雪国大学「千曲川学」現地学習

申込先　飯山市公民館　℡ 0269-62-3342 

参加者
募集

◆日　時　　9 月 8日（日）8:30 ～ 16:00（予定）
◆講　師　　諏訪湖環境研究センター　北野 聡 先生
　　　　　　寺子屋TANQ　　　　　  市川 寛 先生
◆集合時間・場所　午前 8 時 30 分・飯山市公民館
◆行　程　　湯滝カヌーポート―越後やな場―宮中
　　　　　　取水ダム（予定）※バスで移動します。
◆服　装　　動きやすい服装、靴
◆定　員　　20 名（申込多数の場合は抽選）
◆申込方法　飯山市公民館へ電話もしくは
　　　　　　QRコードよりお申込ください
◆申込期間　8 月 19 日（月）～ 30日（金）
※昼食は各自でご用意ください。

　千曲川をいろいろな地域から観察し、千曲川にすむさま
ざまな魚類の生態や現状について学びます。

◆会　　期　9月 14日（土）～ 11月 24日（日）
◆会　　場　飯山市ふるさと館企画展示室
◆開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
◆休 館  日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）
◆入 館  料　大人 200 円　小中学生 100 円
　　　　　　（市内小中学生は無料）
◆展示解説　10 月 5日（土）、10月６日（日）　
　　　　　　両日　午前 10時～ 10時 30分

飯山市ふるさと館秋季企画展

「飯山城－築城460年－」
　飯山市ふるさと館　℡0269-67-2030問

『飯山御城并家中町絵図』（飯山市ふるさと館蔵）

お申込はこちら

飯山市美術館

実施
　報告

飯山市美術館　℡0269-62-1501　月曜休館問

「猪瀬清四朗彫刻展」展示替え

　現在開催中の彫刻展の後期展示替えを７月 28日に行い
ました。一部の展示替えですが、猪瀬清四朗さんのご子息
で彫刻家の猪瀬昌延さんとともに後期の彫刻を展示しまし
た。１点１点静寂ながらも躍動感あふれる作品ばかりで圧
巻です。是非この機会に足をお運びください。
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常
日
頃
か
ら
、
優
し
く
、
丁

寧
に
、
よ
そ
者
（
風
の
人
）
で

あ
る
私
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
外
様
の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
飯
山
っ
て
、
い
い
な
！
】

春
暖
の
候
（
飯
山
の
花
）

　

永
ら
く
黒
岩
山
付
近
を
覆

っ
て
い
た
鉛
色
の
雪
雲
が
切
れ

て
、
久
々
の
暖
か
な
陽
射
し
に
、

眩
し
く
映
る
花
は
格
別
で
す
。

「
あ
ゝ
、
春
だ
」　　
　
　
　
　

　
飯
山
の
冬
を
過
ご
し
た
人
に

し
か
、
こ
の
花
の
美
し
さ
は
味

わ
え
な
い
。
こ
れ
を
強
い
て
喩

え
る
と
、
白
黒
テ
レ
ビ
が
映
す

モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
か
ら
、
初

め
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
見
た
人

が
天
然
色
に
感
動
す
る
よ
う

に
。

　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
し
か
知
ら
な

い
世
代
の
人
（
も
し
く
は
飯
山

在
住
以
外
の
人
）
に
は
、
こ
の

比
喩
、「
わ
か
ん
ね
〜
だ
ろ
う
な
」

残
暑
の
候
（
風
の
谷
）

　
野
沢
温
泉
村
の
山
波
が
柔
ら

風
の
人
、
土
の
人
外
様
地
区
　
平
塚
　
正
人

か
な
曲
線
を
描
き
、
信
濃
平
が

一
望
で
き
る
広
い
谷
の
一
画
に

私
の
住
処
が
あ
り
ま
す
。　
　

午
後
三
時
を
過
ぎ
、
畑
（
家
庭

菜
園
）
仕
事
に
区
切
り
を
つ
け

た
頃
か
ら
、
こ
の
谷
の
空
気
は

動
き
出
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
だ

け
視
線
を
上
げ
る
と
、
流
れ
に

勢
い
を
増
し
た
空
気
が
、
信
濃

平
の
稲
穂
を
揺
ら
し
、
風
紋
と

な
っ
て
、
十
日
町
方
面
に
流
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
様
を
眺
め

る
の
が
好
き
で
す
。

　

汗
を
冷
や
し
て
く
れ
る
涼

風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
、
頭
の

中
で
は
、
久
石
譲
さ
ん
（
中

野
市
出
身
）
のN

ausicaä 
Requiem

 

が
奏
で
ら
れ
て
い

ま
す
。

ラ
ン
ラ
ン
ラ
ラ
ラ
ン
ラ
ン

　
そ
う
だ
！
孫
が
遊
び
に
来
た

ら
、
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
伝

へ
よ
う
。「
此
処
は
ね
、『
風
の

谷
』
と
云
う
ん
だ
」（
私
独
り

が
云
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
？
）

初
秋
の
候
（
布
施
田
神
社
祭
）

　
神
社
の
境
内
に
夜
の
帳
（
と

ば
り
）
が
お
り
る
と
、
焚
火
の

光
が
揺
ら
め
き
ま
す
。
揺
ら
め

い
た
光
に
照
さ
れ
た
稚
児
の
舞

が
神
秘
的
に
映
し
出
さ
れ
ま

す
。
非
日
常
の
世
界
へ
と
誘
わ

れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
を
継
い
で

き
た
先
人
達
の
時
代
に
タ
イ
ム

ト
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に

捉
わ
れ
ま
す
。

　
先
人
達
は
神
様
に
何
を
感
謝

し
、
何
を
祈
願
し
た
の
か
？

　
先
人
達
は
何
に
歓
び
、
何
に

苦
し
ん
だ
の
か
？　
稚
児
の
舞

は
源
平
合
戦
が
モ
チ
ー
フ
？　

な
ぜ
？　

こ
の
祭
に
限
ら
ず
、

外
様
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
も

っ
と
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が

湧
き
ま
す
。
風
土
・
伝
統
を
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
、
た
い

へ
ん
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
晩
秋
以
降
は
略
。

【
筆
者
紹
介
】

　
平
塚
さ
ん
は
、
田
舎
暮
ら
し
が

し
て
み
た
い
と
5
年
前
に
愛
知
県

か
ら
外
様
地
区
へ
移
住
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
購
入
し
た
古
民
家

の
改
修
の
た
め
、
職
人
さ
ん
た
ち

に
混
じ
っ
て
自
ら
も
作
業
に
精
を

出
さ
れ
て
い
ま
す
。（
外
様
公
民
館
）

飯
山
市
文
化
交
流
館 

な
ち
ゅ
ら 

小
ホ
ー
ル

開
演 

午
後
1
時
30
分（
開
場
午
後
1
時
）

な
ち
ゅ
ら
る
寄
席

令
和
六
年
度
4
回
シ
リ
ー
ズ
第
3
回

木戸銭 各回500円（全席自由）

プレイ
ガイド

飯山市文化交流館なちゅら
（火曜休館）
電話予約可　℡0269-67-0311
発売日　　　8月23日（金）

主  催 飯山市／飯山市教育委員会

真打によ
る

独演会！

ワ
ン
コ
イ
ン
落
語

　
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
ほ
ん
の
少
し
、
文
化
的
な
ゆ
と
り
と
健
全
な

笑
い
を
取
り
入
れ
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
お
馴
染
み
「
な
ち
ゅ
ら
る
寄
席
」
を
開
催

し
ま
す
。
出
演
は
す
べ
て
真
打
に
よ
る
本
格
派
。

　
各
回
と
も
ワ
ン
コ
イ
ン
（
5
0
0
円
）
で

1
時
間
ほ
ど
の
落
語
を
お
気
軽

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

９
月
28
日
㊏神奈川県川崎市出身

昭和61年(1986年)12月　
春風亭柳昇へ入門
平成3年(1991年)2月
二ツ目昇進
平成12年(2000年)5月
真打昇進「春風亭柳好」を襲名

春
風
亭 

柳
好

【春風亭 柳好】

【
感
謝
】

　
地
方
創
生
な
ど
が
語
ら
れ
る

時
、「
風
の
人
」「
土
の
人
」
と

い
う
言
葉
が
引
き
合
い
に
出
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
玉
井
袈
裟
男
（
た
ま
い
け
さ

お
）
さ
ん
（
元
信
州
大
学
名
誉

教
授
、
農
学
者
、
社
会
教
育
指

導
者
）
が
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
立
ち
上
げ
た
、「
風
土
舎
」

の
設
立
宣
言
を
引
用
し
ま
す
。 

　
風
土
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

　
動
く
も
の
と
動
か
な
い
も
の 

　
風
と
土 

　
人
に
も
風
性
と
土
性
が
あ
る 

　
　
　
（
中
略
）　　
　
　
　

　
土
は
風
の
軽
さ
を
嗤
（
わ
ら
）

　
い
、
風
は
土
の
重
さ
を
蔑
む　

　
愚
か
な
こ
と
だ　
　
　
　
　

　
　
　
（
中
略
） 

　
理
想
を
求
め
る
風
性
の
人
、

　
現
実
に
根
を
は
る
土
性
の
人
、

　
集
ま
っ
て
文
化
を

　
生
も
う
と
す
る 

　
こ
こ
に
「
風
土
舎
」
の
設
立
を

　
宣
言
す
る
（
玉
井
袈
裟
男
）

お知
らせ

IIYAMA SHOWA FES 昭和大演芸会

◆日　　　　時　8月31日 ㊏
　　　　　　　　開場　14:30　開演　15:00
　　　　　　　　無 料 イベント
　　　　　　　　12:00～　昭和のうた のど自慢大会　公開予選（小ホール）
　　　　　　　　 　　　　 飯山のお店マルシェ（ナカミチ）
◆会　　　　場　飯山市文化交流館　なちゅら
◆出　　　　演　ザ・ぼんち　コント山口君と竹田君　ポカスカジャン
　　　　　　　　H2O　赤塩正樹（のど自慢特別審査員）
◆チケット料金　前売券　3,000円
　　　　　　　　当日券　3,500円（全席自由）
◆プレイガイド　イープラス　http://eplus.jp
　　　　　　　　 飯山市文化交流館なちゅら　9:00-22:00(火曜日休館)

昭和のうた のど自慢参加者募集
　昭和 45年～昭和 64年発売の歌謡曲限定ののど自慢大会で、出場には事前申
し込みが必要です。①氏名②年齢③お住まいの市町村④電話番号⑤曲名⑥曲を
選んだ理由を明記の上、e-mail でお申し込みください。
◆お　申　込　nostalgiaiiyama@gmail.com
◆申込締切日　8 月 20 日（火）
※右QRコードからお申し込みいただけます。
◆お 問 合 先　飯山市文化交流館　なちゅら　℡ 0269-67-0311 火曜休館

ザ・ぼんち

コント山口君と竹田君

ポカスカジャン

　第 1回に引き続き大好評のイベント「IIYAMA　SHOWA　FES」
　第２回は昔懐かしいお笑いをテーマに開催。「昭和のうたのど自慢」大会も
同時開催！
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秋
津
公
民
館

℡
６
2- 
2
3
3
0

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
2

瑞
穂
公
民
館

℡
６
5- 

2
5
0
1 

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

柳
原
公
民
館

℡
６
2- 

5
5
6
2

富
倉
公
民
館

℡
６
7- 

2
1
3
6

外
様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

岡
山
公
民
館

℡
６
9- 

2
0
1
0

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　
飯
山
地
区
内
の
75
歳
以
上
の

方
（
昭
和
25
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）を
招
待
し
、

飯
山
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

飯
山
小
学
校
合
唱
隊
の
合
唱

と
県
交
通
安
全
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
寸
劇
に
加
え
、「
め
お

と
楽
団
ジ
キ
ジ
キ
」
に
よ
る
音

曲
漫
才
も
や
っ
て
き
ま
す
。
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
9
月
29
日
㈰
午
前
10
時

　
飯
山
市
文
化
交
流
館

　
　
　
　
　
　
な
ち
ゅ
ら

　
飯
山
地
区
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
℡
６
２
―
２
８
４
０
）

◇
秋
津
地
区
球
技
交
流
大
会

　
秋
津
地
区
で
は
地
区
住
民
の

健
康
と
親
睦・
交
流
を
目
的
に
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
初
秋
の
１
日
を
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
増
進
と
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
！

　
9
月
1
日
㈰

　
秋
津
小
学
校
（
バ
レ
ー
）

　
城
南
中
学
校
（
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
）

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

◇
秋
津
地
区
敬
老
会

　

秋
津
地
区
敬
老
会
を
開
催

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
9
月
8
日
㈰

　
秋
津
地
区

　
　
　
　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会青空の下、楽しくプレーしました

時場時場

入賞者に賞品が授与されました

　
第
14
回
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
7
月
7
日
、
長

峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
27
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　
9
月
15
日
㈰
午
前
10
時

　
木
島
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
瑞
穂
公
民
館
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

　
7
月
7
日
、
長
峰
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
、
令
和
６
年
度
瑞

穂
地
区
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
時

期
と
重
な
り
、
参
加
者
が
若
干

少
な
め
で
し
た
が
、
つ
か
の
間

の
好
天
に
恵
ま
れ
、
い
い
汗
を

か
き
ま
し
た
。

◇
集
落
館
長
・
厚
生
体
育

　
　
　
　
　
部
長
会
議
開
催

　
7
月
30
日
の
集
落
館
長
・
厚

生
体
育
部
長
会
議
で
、
飯
山
市

楽しいウォーキングになりました

駅
伝
大
会
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
9
月
9
日
の
選
手
会

を
皮
切
り
に
練
習
を
開
始
し
、

今
年
こ
そ
監
督
を
胴
上
げ
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
瑞
穂
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

7
月
14
日
、
恒
例
の
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
外
の
総
勢
23
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
上
新
田
か
ら
峠
頂
上
の

掘
割
ま
で
登
り
、
霞
む
柳
原
を

眼
下
に
望
み
、
関
屋
の
そ
う
め

ん
滝
ま
で
下
り
ま
し
た
。

　　
同
日
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
先

立
ち
地
区
の
皆
さ
ん
に
峠
道
の

草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
地

区
全
体
で
富
倉
峠
の
歴
史
を
学

厳かにとり行われました

び
、
後
世
に
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　
長
い
間
、
社
会
・
家
庭
の
た

め
に
尽
く
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
敬

意
と
感
謝
を
伝
え
、
長
寿
の
お

祝
い
を
し
ま
す
（
該
当
者
へ
は
、

案
内
通
知
が
配
布
さ
れ
ま
す
）。

　
9
月
14
日
㈯
午
後
2
時

　
富
倉
地
区
活
性
化

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
１
階

◇
夏
休
み
の
寺
子
屋

　
７
月
29
日
、30
日
の
２
日
間
、

『
夏
休
み
の
寺
子
屋
』
を
柳
原

公
民
館
と
共
催
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
場
と
な
っ
た
外
様
公
民
館

に
は
の
べ
94
人
の
小
中
学
生
が

　飯山市文化交流館　なちゅら  ℡ 0269-67-0311 火曜休館問

令和6年度 第 40回芸術文化月間事業を開催しますお知
らせ

　飯山市芸術文化協会では毎年、芸術の秋の期間を芸術文化
月間と銘打ち、展示・発表会を開催しています。いずれも入
場料は無料です。皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひおでかけ
ください。

時
場

飯山日本画水墨画協会 「第40回飯山日本画水墨画展」
　 9月6日（金）～8日（日）　9:00～17:00(8日は15:00まで）
　 なちゅら　多目的ルーム１

時場時
場

コーロ・カメリア　
「こころをこめてありがとう　コーロ・カメリアコンサート」
　 9月 1日（日）　14:00（開場13:30）
　 なちゅら　小ホール

場

時
こはる日の会　「飯山こはる日の会発表会」
　 9月 24日（火）　13:30～ 14:00　
　  飯山市公民館　講堂

時
飯山市華道会　「秋の花展」
　 10月 5日 ( 土）～6日（日）　9:00～ 17:00
　　（6日は16:00 まで）※ワークショップ　5日 13:30 ～
　  なちゅら場

飯山市書道協会　「秋の書道展」
　 10月 10日（木）　13:00～ 17:00
　  10 月 11日（金）　  9:00 ～ 17:00
　  なちゅら　多目的ルーム１

時

場

パッチワークみゆき野　「秋のパッチワーク展」
　 10月 10日（木）～14日（月・祝）
 　 10:00 ～ 16:00（14日は 15:00 まで）　　 
　  ぎゃらりい白銀

時

場

時
場

置塩ゆかり　「藍展」
　 11月 7日（木）～12日（火）　10:00～ 16:00
　  ぎゃらりい白銀

時場時場

集
ま
り
、
地
元
の
教
員
経
験

の
あ
る
7
名
の
先
生
に
教
わ
り

な
が
ら
、
夏
休
み
帳
や
ド
リ
ル

な
ど
の
宿
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

外
様
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
催
で
、
9
月
16
日
㈪
・

㈷
の
敬
老
の
日
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
開
催

　

沼
田
鉄
平
先
生
を
講
師
に

7
月
20
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
は
2
回
と
も
雨
天
に

よ
り
室
内
で
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
両
日
と
も
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
な
る
べ

く
大
股
で
踵
か
ら
着
地
し
て
歩

く
、
な
ど
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
活
性

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
道
の
駅
ま
で

の
往
復
約
2.5
㌖
を
歩
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
「
勉
強
に
な
っ

た
。
日
頃
も
継
続
し
て
歩
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
9
月
16
日
㈪
・
㈷
の
敬
老
の

日
に
開
催
予
定
で
す
。

◇
信
越
ト
レ
イ
ル

　

6
月
30
日
に
信
越
ト
レ
イ

ル
セ
ク
シ
ョ
ン
4
を
歩
き
ま
し

た
。
コ
ー
ス
頂
上
付
近
で
は
、

曇
り
空
の
中
で
し
た
が
日
本
海

も
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
戦
没
者

　
　
　
　
　
　
　
慰
霊
法
要

　

7
月
10
日
に
太
田
地
区
戦

没
者
慰
霊
法
要
を
行
い
ま
し

た
。

　

足
元
の
悪
い
中
で
し
た
が
、

道の駅「千曲川」にて。お疲れ様！

場

「働くドローン」に興味津々

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
法
要
を
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
小
中
学
生
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
体
験
教
室

　

地
区
育
成
会
と
の
共
催
で

7
月
28
日
に「
ド
ロ
ー
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
な

が
ら
交
代
で
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

体
験
を
し
、
座
学
と
し
て
ド
ロ

ー
ン
の
便
利
な
活
用
方
法
や
こ

れ
か
ら
の
役
割
を
勉
強
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
働
く
ド
ロ
ー
ン
」

と
し
て
農
薬
等
の
空
中
散
布
を

す
る
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
飛
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
保
護
者
の
方
た
ち
も
興

味
津
々
で
説
明
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

時場時場問 ※
市
外
局
番　
０
２
６
９

時場時

真剣に取り組んでいました

場 時場時
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趣
　
味
・
実
　
用

小
さ
な
会
社
の
外
国
人
雇
用
は
じ
め
に
読
む
本

中

山 

修

動
物
た
ち
は
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
か
?

山
極 

寿
一

昆
虫
の
仕
組
み
解
剖
図
鑑

堀
川 

ラ
ン
プ

エ
ア
ブ
ラ
シ
の
教
科
書

ホ
ビ
ー
ジ
ャ
パ
ン

日
本
文
房
具
ク
ロ
ニ
ク
ル

辰
巳
出
版

子
供
の
夏
帽
子

ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ツ

は
じ
め
て
の
60
歳
か
ら
の
ス
マ
ホ
写
真
撮
り
方
ブ
ッ
ク

山
崎 

理
佳

「
言
い
た
い
こ
と
」
か
ら
引
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
辞
典

西
谷 

裕
子

　
よ
　
み
　
も
　
の

消
費
さ
れ
る
階
級

酒
井 

順
子

ア
ト
ム
の
心
臓

清
武 

英
利

松
本
清
張
全
集  

33 

・ 

40
〜 

46
・
49

松
本 

清
張

プ
ラ
チ
ナ
ハ
ー
ケ
ン 

1 

９ 

８ 

０

海

堂 

尊

バ
タ
ン
島
漂
流
記

西
條 

奈
加

四
つ
の
白
昼
夢

篠
田 

節
子

キ
ャ
ン
ト
・
バ
イ
・
ミ
ー
・
ラ
ブ 

19

小
路 

幸
也

な
ん
で
死
体
が
ス
タ
ジ
オ
に
!?

森 

バ
ジ
ル

難
問
の
多
い
料
理
店

結
城 

真
一
郎

　
大
　
活
　
字

恋
椿　
１・２・３

藤
原 

緋
沙
子

　
郷
　
土

信
州
の
絶
景
は
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か

赤
羽 

貞
幸

信
州
鉄
路
の
新
時
代

信
濃
毎
日
新
聞
社

ふ
る
さ
と
を
創
っ
た
男

猪
瀬 

直
樹

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

た
。
次
回
は
飯
山

駅
ま
つ
り
に
お
で
か

け
予
定
で
す
。

　

第
2
回
お
で
か
け

と
し
ょ
か
ん
が
7
月
13

日
に
、
道
の
駅
花
の
駅

千
曲
川
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
用

し
た
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
た
絵
本

は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

い
つ
も
と
は
違
っ
た
、
お

は
な
し
会
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
飯
山
の

郷
土
料
理
が
た
く
さ
ん

出
て
く
る
手
あ
そ
び
も

あ
り
、
訪
れ
た
方
々
と
、

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

▼お菓子の袋は釣れるかな!?▼この絵本おもしろそうだなぁ

　
　

旬の本☆話題の本☆意外な本

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
  月曜（祝日の場合は 翌平日 ) 最終木曜
  年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

◇9月図書館カレンダー ◇
1 日
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車①北原 ･常盤
5 木 10:30 絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
7 土 10:30 ～おはなしひろば
8 日
9 月 休館日

10 火
11 水 移動図書館車③温井 ･秋津
12 木 10:30 絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④太田 ･富倉
14 土 11:00 ～ブックスタート
15 日
16 月
17 火 休館日 (祝日振替 )
18 水 移動図書館車①北原 ･常盤
19 木 10:30 絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
21 土 10:30 ～おはなしひろば
22 日
23 月
24 火 休館日 (祝日振替 )
25 水 移動図書館車③温井 ･秋津
26 木 月末整休館日
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土 10:30 ～おはなしひろば
29 日
30 月 休館日

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

渋沢栄一

柴田勝茂／作
あかね書房／出版

　新紙幣が発行されて 1か月がたち
ました。新紙幣を手に持ちホログラ
ムを透かすと顔が動くことに驚き、
触って感じるそれぞれの紙幣の工夫
に感心し、旧紙幣と並べて人物の違
いを楽しみ…。
　みなさんは、もう新紙幣を手に入
れられましたか？
　さて今回紹介するこの伝記シリー
ズには、一万円札の「渋沢栄一」の
他、五千円札の「津田梅子」、千円
札の「北里柴三郎」もあります。児
童書ですので読みやすく、巻末には
年表、時代背景などの資料もついて
います。ぜひ、この機会にどのよう
なことを成した方々なのか知ってみ
ませんか。

らいぶらり
ブックレビュー

第１期生
いい山えほんコミュニケーター養成講座

受講生　募集中 !! 

　　　　お問い合わせ先：市立飯山図書館　℡ 0269-62-1118　
 E-mail　toshokan@city.iiyama.nagano.jp  またはホームページをご覧ください

た
。
次
回
は
飯
山

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

いい山えほんコミュニケーター養成講座

一緒に絵本のこと　

学んでみませんか？

次回は9 月28 日（土）

【いいやま駅まつり】にて

おでかけとしょかんを開催します

ぜひお越しください！

対象

　　　絵本で育てるまちづくり
おでかけとしょかん in 道の駅花の駅千曲川

　
職
業
体
験
を
通
し
て

　
　
働
く
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

7
月
17
日
に
城
北
中
学
校
の

生
徒
2
名
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
職
業
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
自
分
の
お
す
す

め
本
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
成

し
、
そ
の
後
は
返
却
さ
れ
た
本

を
書
棚
に
戻
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
で
は
、
利
用
者
の
方
と
の
応

対
に
少
し
緊
張
し
て
い
る
様

子
で
し
た
が
、
笑
顔
で
挨
拶

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
本
の
ラ
ベ
ル
貼
り

な
ど
、
様
々
な
図
書
館
の
業

務
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
体
験
が
将
来
の
職

業
観
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼分類ごとに本を並べます

▲カウンターで貸出・返却

◇日程と内容（全5回）◇
① 10月14日（月・祝）『えほんコミュニケーターとは？』
② 11 月 9 日（土）
③ 12 月 7 日（土）
④ 1 月 25日（土）

『さまざまな絵本を知る』
『絵本作家とよたかずひこ先生講演会』
『絵本を活用した表現の研究、おはなし会の企画』

⑤ 2 月 15日（土） 『まとめ、えほんコミュニケーターの役割』

①、②、③の条件を満たす方

場所は図書館 3階多目的室※②③は文化交流館なちゅらが会場となります

締切

参加費

定員

絵本の読み聞かせを通じ、絵本の世界観や魅力を伝えていただく
「えほんコミュニケーター養成講座」受講生を募集します。

① 4回以上の講座に参加可能な方
②高校生以上で読み聞かせボラ

③講座終了後、飯山市で絵本の読み
聞かせ活動を行っていただける方

講座を受講された方には、市内で絵本の読み聞かせ活動を行って

ご希望の方は、市立飯山図書館までお問い合わせください。

市外在住の方　2,000 円
市内在住の方　1,000 円
※学生は無料

10名（多数の場合は抽選）

9 月 13日（金）

いただきます。

ンティアに興味のある方

　
夏
真
っ
盛
り
の
季
節
に
オ
ス

ス
メ
の
本
を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

夏
が
題
材
の
小
説
、

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花

火
の
本
や
、
ひ
ん
や
り

ス
イ
ー
ツ
の
本
は
見
て

い
る
だ
け
で
も
涼
し
そ

う
で
す
。
ま
た
ち
ょ
っ

と
怖
い
お
は
な
し
を
読

ん
で
み
る
の
も
い
い
で

す
ね
。

　

ほ
か
に
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
ご
と
に

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
き
そ
う
で
す
が
、
図
書
館
で

涼
み
な
が
ら
読
書
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

 　今月のテーマコーナー

～近代日本の経済を築いた情熱の人～

伝記を読もう 20

（材料費）

【市立飯山図書館 ℡ 0269-62-1118】


